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オフィス・ワークプレイスの知的生産性研究部会の紹介

●目的

働き方や組織の変化に伴い、オフィス（ワークプレイス）の重要なテーマの1つである知的生産性向上

を実現するマネジメントについての実践的知見を収集し、ツール開発などを行うこと。

●活動のポリシー

JFMAの強みであるユーザー視点と参加者の多様性を活かし、現状の問題だけではなく、少し先の未来課題

から近未来はどうなるのか、どうありたいのかを議論。部会員同士のコミュニケーションによって、新たな気づきを

得られる場づくりを行う。

●活動概要

月1回程度の定例会とツール開発など希望者による分科会を開催。知的生産に重点を置いたオフィス訪問

とディスカッション等。成果はJFMAフォーラムや建築学会などで発表。
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オフィス・ワークプレイスの知的生産性研究部会の紹介

●代表的な成果 SOFモデル

人

組織 ファシリティ

Ｓｔｙｌｅｓ

ＦａｃｉｌｉｔｉｅｓＯｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ

場

人に属する様々な要素やふるまい

組織に属する目的やしくみ 空間に属する
建築・不動産やしつらえ

Ｏ１１．経営理念
Ｏ１２．経営目標
Ｏ２１．経営計画
Ｏ３１．変化への対応
Ｏ３２．価値創造
Ｏ３３．危機に対する意識
Ｏ４１．形態と規模
Ｏ５１．権限
Ｏ５２．評価
Ｏ５３．育成
Ｏ６１．行動指針、規範
Ｏ６２．企業風土、ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ
Ｏ６３．ダイバーシティ

Ｆ１１．立地（利便性）
Ｆ１２．立地（環境）
Ｆ１３．フロアプレート
Ｆ１４．エントランス
Ｆ１5．共用部
Ｆ１6．付帯施設（生活支援）
Ｆ２１．ゾーニング
Ｆ２２．レイアウト
Ｆ２３．動線
Ｆ２４．家具、什器
Ｆ２5．事務機器
Ｆ３１．アメニティ
Ｆ３２．内装デザイン
Ｆ３３．色彩
Ｆ４１．光
Ｆ４２．音
Ｆ４３．空気
Ｆ４４．温度、湿度
Ｆ５１．ハードウエア
Ｆ５２．ネットワーク
Ｆ５３．ｿﾌﾄｳｪｱ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
Ｆ５４．リテラシー
Ｆ６１．コンシェルジュ
Ｆ６２．セキュリティ
Ｆ６３．ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ・ﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
Ｆ６４．サスティナビリティ

Ｓ１１．資質
Ｓ１２．思考、判断
Ｓ１３．学習
Ｓ２１．報連相
Ｓ２２．コラボレーション
Ｓ２３．ナレッジシェア
Ｓ２４．リーダーシップ
Ｓ３１．コンセントレーション
Ｓ３２．コミュニケーション
Ｓ３３．モチベーション
Ｓ３４．勤務形態

●知とは

組織に属する個人・チームがもつ自らの知識

や技術、経験、感性など、「情報に裏付けら

れた知恵」

●知的生産とは

個人が頭を働かせて、何か新しい情報（発

想・発見）を人にわかる形で提出すること

●知的生産性とは

組織が個人の知的生産を産みまたは育てる、

精神的・物理的な環境のあり様（状態）
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１．オフィスの役割の変化



オフィスは何のためにあるのか？

業種・業態・組織文化によって、それぞれの解（または解釈）があり、コロナ以降は各社、試行錯誤している。

企業文化を体現する・させる

リアルなコミュニケーション

機密情報を扱う

モチベーションを高める

学び合う

暗黙知の共有

未来顧客との交流

新たな知の創造

体験・経験拡張

優秀人材の獲得
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昭和と令和のオフィス

昭和のオフィス

個人席・グループ島が固定され、

組織のヒエラルキーも明確。

令和のオフィス

個人・チームの仕事に合わせて場所を選び

部門間の交流を促す。
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理想と現実のギャップ

よくある理想像

★働く場所の選択肢があることで

従業員の満足度が高まる

★働く場所の選択肢があることで

従業員の仕事の生産性が高まる

★オフィス空間の質を高めることで

リクルーティング効果がある

現実

★実際には使われない場所や

使いこなせない従業員もいる

★個人最適の総和が、組織の

知的生産性に正の相関とはいえない

★ハードのインパクトは大きいが

ソフトの継続性も重要

多くの従業員は現在思考で仕事をしているため、将来の働き方や働く環境はイメージしにくい

05Copyright  2024 :JFMA  Co. All  rights  reserved.



これからのオフィスづくりで重要なこと

①将来の働き方を構想するためにシステム思考などを導入

②小規模な実験で、素早くPDCAを回す（CAから学ぶ）

③風土改革、意識醸成など、人事部や事業部と連携する
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*システム思考とは、複雑な状況の中で、視野を広げて、様々な事象のつながりや背景にある構造・影響関係への理解を深めながら、
より根本的・本質的な問題解決に向けたレバレッジ（手の打ちどころ）に働きかける思考のあり方

https://www.humanvalue.co.jp/keywords/systems-thinking/



２．オフィスの企画から評価・改善まで



FMのPDCAサイクル

戦略・計画
PLAN

評価
CHECK

推進・継続改善
ACT

実行
ＤＯ

経営戦略・目標

①経営と連動③経営にFB

②CAをまわす

働き方にはソフト施策が必須なため、CAモデルを素早くまわすことが重要（従来のPDCAでは間に合わない）
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ケース① つながりが生まれるオフィス Workreation【丸紅本社】

新本社建設にあたり社員アンケートやワークショップなどから、個人の生産性の向上と

カジュアルなコミュニケーションへの要望があった。社内公募メンバーによる社長直轄

の『新社屋プロジェクト室』を開設し、各部署より集まったメンバーでプロジェクトを

推進。経営と社員が一丸となり、働き方に対する社員の意識改革と新しいオフィス構築

を両輪で進めていった。

https://www.kokuyo-furniture.co.jp/solution/mana-biz/2023/07/marubeni.php

経営と社員が一丸となった意識改革とオフィス構築
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働き方改革の活動の一つとして、神戸本社のワンフロアにボトムアップでパイロットオ

フィスを構築。出社率調査から出社率7割のABWオフィスとし、働きやすさを考慮して

質をアップ。一律にルールを押し付けず、運用ルールを整備しながら、マニュアルを必

要に応じてアップデートしていく。オフィス満足度は改装前と比較し20点アップする85

点。事業所ごとのニーズに対応した多様性を含んだオフィスづくりを大切にしている。

https://www.kokuyo-furniture.co.jp/solution/mana-biz/2024/03/post-718.php

ケース② 働きやすさと生産性向上の両立：出社したくなるオフィス 【神戸製鋼】

ボトムアップで進化し続けるパイロットオフィス
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職員の働き方への意識変化（ワークバランス志向）とドローン等の一般普及によりこれ

までとは違う意識で職務に取りくまなければならないという危機感。時代の変化に適応

した航空行政サービスを提供するよう、職員の意識を変えていくとともに「働きがい」

に着目。働きがいの阻害要因に関するアンケートでオフィス環境に対する不満が圧倒的

に高く、国交省のモデルオフィスに応募。一人ひとりがやりがいを感じながら働ける職

場環境をつくるというビジョンの下、職場環境への満足度は30％から70％に向上した。

https://www.kokuyo-furniture.co.jp/solution/mana-biz/2023/10/kotsu.php

ケース③ 働きがいのある労働環境づくり【国交省 航空局安全部】

ビジョン策定により、職員
の意識と行動を変える
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ユーザー参加型ワークショップ（一部紹介）

●何故やるのか ユーザーの意見を取り入れるだけではなく、ユーザー自身が学び、働き方に

ついて考え、実行していく必要があるから。

目的とプロジェクトの特性に合わせ、前後の行程がつながるようにワークショップ

を設計。現在（AS IS）と未来（TO BE）の働き方を出し、グループで進める。

●何をどうやってやるのか

コンセプト立案の前の基本計画段階が望ましい。ただ、やって終わりではなく、そこ

から生まれたコンセプトやアイデアを発展させていくしくみやしかけが必要。

●いつやるのか
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３．SOFモデルの読み解き



SOFモデル

人

組織 ファシリティ

Ｓｔｙｌｅｓ

ＦａｃｉｌｉｔｉｅｓＯｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ

場

人に属する様々な要素やふるまい

組織に属する目的やしくみ 空間に属する
建築・不動産やしつらえ

Ｏ１１．経営理念
Ｏ１２．経営目標
Ｏ２１．経営計画
Ｏ３１．変化への対応
Ｏ３２．価値創造
Ｏ３３．危機に対する意識
Ｏ４１．形態と規模
Ｏ５１．権限
Ｏ５２．評価
Ｏ５３．育成
Ｏ６１．行動指針、規範
Ｏ６２．企業風土、ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ
Ｏ６３．ダイバーシティ

Ｆ１１．立地（利便性）
Ｆ１２．立地（環境）
Ｆ１３．フロアプレート
Ｆ１４．エントランス
Ｆ１5．共用部
Ｆ１6．付帯施設（生活支援）
Ｆ２１．ゾーニング
Ｆ２２．レイアウト
Ｆ２３．動線
Ｆ２４．家具、什器
Ｆ２5．事務機器
Ｆ３１．アメニティ
Ｆ３２．内装デザイン
Ｆ３３．色彩
Ｆ４１．光
Ｆ４２．音
Ｆ４３．空気
Ｆ４４．温度、湿度
Ｆ５１．ハードウエア
Ｆ５２．ネットワーク
Ｆ５３．ｿﾌﾄｳｪｱ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
Ｆ５４．リテラシー
Ｆ６１．コンシェルジュ
Ｆ６２．セキュリティ
Ｆ６３．ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ・ﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
Ｆ６４．サスティナビリティ

Ｓ１１．資質
Ｓ１２．思考、判断
Ｓ１３．学習
Ｓ２１．報連相
Ｓ２２．コラボレーション
Ｓ２３．ナレッジシェア
Ｓ２４．リーダーシップ
Ｓ３１．コンセントレーション
Ｓ３２．コミュニケーション
Ｓ３３．モチベーション
Ｓ３４．勤務形態

ベンチマークデータの分析による因子分析・相関分析では、SとOとFは、並列ではなく構造がある。

ファシリティ組織

人（ワークスタイル）

内的

知的生産性向上

外的
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ワークスタイルの施策を打つことが重要

知的創造
↓

価値創造

O項目群

F項目群

S項目群

S項目に対する直接的な施策

効用の最大化

知的生産性
＝S項目の効用最大化
／（S・O・Fにかかるコスト）
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最新のベンチマーク研究から （成長期のベンチャー企業の例）

チーム
パフォーマンス

個人
パフォーマンス

O項目達成度回答

F項目達成度回答

S項目達成度回答

回答に作用

回答に作用

回答に作用
回答に作用

変数１

変数２

F項目観測値

パフォーマンス評価

潜在変数：ウェルビーング

心理的安全性

ウェルネス

回答に作用

回答に作用

観測変数：SOF項目 観測変数：KPI指標

回答に作用

マズロー
欲求階層：

自己実現
↑
尊敬
↑
帰属
↑
安全性
↑
生理的欲求

全項目を統計解析したところ、心理的安全性とウェルネスの２つの変数があり、それぞれチームと

個人のパフォーマンスに関係していることがわかった。また、個人はチームに関係している。
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知的生産性における最重要項目 （成長期のベンチャー企業の例）

移転前 移転後

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

S-11：資質

O-33：危機に対する意識

O-62：企業風土・アイデンティティ

S-13：学習

S-34：勤務形態

O-11：経営理念

S-12：思考・判断

S-22：コラボレーション

S-23：ナレッジシェア

O-21：経営計画

S-24：リーダーシップ

S-32：コミュニケーション

S-21：報連相

O-31：変化への対応

O-53：育成

O-52：評価

S-33：モチベーション

（％）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

S-13：学習

S-23：ナレッジシェア

O-52：評価

F-51：ハードウェア

F-52：ネットワーク

O-12：経営目標

O-53：育成

S-11：資質

S-12：思考・判断

O-62：企業風土・アイデンティティ

F-53：ソフトウェア・アプリケーション

O-11：経営理念

O-21：経営計画

O-31：変化への対応

S-24：リーダーシップ

S-34：勤務形態

S-21：報連相

S-32：コミュニケーション

S-33：モチベーション

（％）

移転を機に、オープンでチームワークが発揮できる環境に変えたところ、コミュニケーション

の重要度が向上し、F項目も上位にランクインした。
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ハードとソフトの両面でＣＡをまわすことが重要

戦略・計画
PLAN

評価
CHECK

推進・継続改善
ACT

実行
ＤＯ

経営戦略・目標

●評価軸（KPI）を決めておくが

柔軟にとらえる（俯瞰的にとらえる）

●目的とゴールを明快にしておくことで

施策の選択と評価が可能になる

→CAがまわる

従業員への満足度調査や働き方に関するアンケートだけでは不十分。

オフィス構築の後の評価と改善（CA）をまわすことが成功につながる。
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４．令和のオフィスづくりのヒント



共感を得るリーダーシップの法則「ゴールデンサークル」

WHY
なぜやるのか

HOW
どうやってやるのか

WHAT
何をするのか

人は「なぜ」に心を動かされる

感情や本能の領域である大脳辺縁系を
刺激すると行動を起こしやすくなる
サイモン・シネック
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ワーカーの意識と行動を変える 参加型オフィスづくり

オフィスづくりのヒント

★「なぜ？」からはじめるオフィスづくり

やや面倒に感じるかもしれないが、最終的にはワーカーのためになる

★ 個人と組織（経営）をつなげるファシリティマネジメント

どんな職場環境にしたいのか、すべきかをワーカー自身が考え、対話する

★ 評価・改善（CA）のためのツール活用

全体を俯瞰し、現場に即した成果を生み出すためのしくみを解明する
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